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　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成17年　１１月　１６日　（水）

　　　　司会　市島　正江　　記録　赤坂　千秋　

	藤原香
	佐々木
	市　島
	高橋則
	岩　藤
	大　坂
	太　田

（裕）
	スバベイ
	松　坂
	太　田（由）

	準夜
	公休
	○
	 年休
	深夜
	公休
	○
	○
	 公休
	 欠勤

	白　山
	田　島
	赤　坂

（千）
	木　村
	池　田
	小　舘
	熊　野
	赤　坂（真）
	久　保
	下　平

	公休
	公休
	○
	○
	○
	深夜
	　準夜
	公休
	○
	○

	川守田
	柳　澤
	金沢
	
	
	
	
	
	
	

	　○
	公休
	○
	
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· テンキーの取り扱いについてです。

　　　　①取り扱いや番号を病棟内で話さない

　　　　②患者様に見えないように操作する

　　　　③患者様が触らないようにする

１１月１５日午後に順次下記のように変更します。

変更部分：カード番号の後にＡを押す

　　　　　番号の変更

Ⅰ.セットボタン①

Ⅱ.カード番号（５桁）+Ａ　　例）０９９９Ａ

Ⅲ.セットボタン①

Ⅳ.番　　号        Ｂ９１４

Ⅴ.セットボタン②

※尚、各番号は定期的に変更します。変更時にメールで変更をお知らせします。
· 勤務調整した為、夜勤チーフの変更お願いします。　　

　　　 11月16日　深夜チーフ　藤原　→　岩藤　

　　　　　　19日　深夜チーフ　佐々木→　市島
　　　　　　22日　深夜チーフ　市島　→　岩藤
　　　　12月1日　準夜チーフ　高橋則→　佐々木
　　　　　　 5日　準夜チーフ　佐々木→　中村美

· 23・24日に北病棟へＳＷの実習生が来ます。24日には家族教室へ参加して頂きます。

· 家族ケア担当より

正月に向けて、患者様とご家族に交流を図ってもらうため、面会に来られたご家族に外出泊の有無を聞いてください。ご家族と疎遠がちとなりなかなか外出・外泊しない患者様・ご家族が対象でとなります。

面会の無い患者様の家族には、挨拶状を送り、交流の機会をはかっていきます。

· 11月分の医療廃棄物チェック結果報告が出ています。北病棟は感染性廃棄物の中に一般ごみが入っていました（ネリプロクト坐薬の外袋）。本日は、非感染性廃棄物の中に血液の付着した酒精綿が入っていました。各自、気をつけてください。

· 家族交流会の参加有無の記入用紙を電話の横に貼っています。各受け持ち担当スタッフはご家族に確認後、忘れずに記入してください。

· 修理中のプリンターは17日に戻ってくる予定です。

· 各自、ボーリング大会の企画書に目を通し内容を把握してください。

· 青南病院写生大会の企画書来ています。各自目を通してください。

北病棟の患者様は全員午後に参加します。

＜病棟業務改善提案＞

日中のトイレ掃除について、遅番Ｂのスタッフが平日・土日に関らず行うこととします。学生がいる日は、トイレ以外の細かい部分の掃除をしてもらいます。

＜注目患者様ケース検討＞

中野渡　鉄男様～11日副食が常食→キザミ食へ変更となっています。本日５日目です。

　　　　　　変更後も咀嚼や飲み込みの困難さがあります。

　　　　　　症状としては①物を飲み込むのが困難

　　　　　　　　　　　　②口から食べ物がこぼれる。

　　　　　　　　　　　　③唾液が多い。

　　　　　　　　　　　　④よだれが出る。

　　　　　　　　　　　　⑤飲み込んだ後にむせたり咳き込んだりする。

　　　　　　　　　　　　⑥水分の方が固形物より飲み込みにくい。

　　　　　　　　　　　　⑦しばしば肺炎や気管支炎を繰り返す。　

　　　　　　上記の事が挙げられるため今後、毎食前に嚥下体操を行っていきます。

　　　　　　嚥下体操（食事前が効果的）

朝食前→深夜明けスタッフ

　　　　　　　　　　　　昼食前→平日）午前作業療法についたスタッフ

　　　　　　　　　　　　　　　　土日）患者様ケアについたスタッフ

　　　　　　　　　　　　夕食前→準夜スタッフ　　　

＊右大転子に発赤ある為、軟膏処置の際、患部周囲のマッサージをしましょう。

吉田　富秋様～10日より毎日の金銭管理チェックを始めています。本日６日目です。

　　　　　　　状況：前日と残金が合ったのが２回で他は不明金が続いている。

　　　　　　　　　　計算機の使い方指導しているも上手く使えない。

　　　　　　　　　　計画的にお金を使うことが出来ず使い果たしてしまう。

　　　　　　　　　　おこづかい帳の使い方がわからない。

　　　　　　　　　　入金・出金という言葉の意味が分からない

　　　　　　　　　　何が出来るか・出来ないかのチェックリストを作成し、出来ない所を重点的に介入していきましょう。

　　　　　　上記問題点あり、今後継続し金銭管理チェックしていきます。

　　　　　　月～金は16時（作業療法についたスタッフ）

　　　　　　土～日は16時（患者様ケアについたスタッフ）

　　　　　　

＜Ｄｒ川端ケースカンファ＞

横山　耕生様～青山荘入所に向けての進展はありません。調査には２回来ています。

　　　　　　　眠剤を減薬して２週間経つも変化なくプログラム集中できず、起床も

遅いです。眠剤の調整をしていきます。

佐々木　淳様～易怒的となる事は少なくなってきているも、落ち着きに欠けています。夜間睡眠取れています。

畑山　勝司様～退院に向けてのプログラムは順調に進んでおり、青明舎への登録を今後する予定ですが訪問サービスには拒否的です。退院後、幸房へ通って通院しないということが可能かどうか調べていきます。

村上　元道様～青山荘入所への焦り見られています。両腕へ腕時計をつけることあり、本人「かっこいいから」と話されています。精神症状の変化として注目していきましょう。

吉田　富秋様～金銭管理チェック行っています。お金合わないことあり指導要しています。

浅野　秀子様～服薬ボード新しいのを購入し、不満等の訴えは軽減しています。尿意についての訴えも殆どありません。

稲垣　恵利子様～前主治医の指示で行っていた２ヶ月に１度の外泊は今後も継続し行っていきます。

木村　梅子様～不調の訴え等は無く穏やかに過ごされています。

平　京子様～服薬拒否無く過ごされています。

　　

　　　　　　

　


































